
 

 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（東海第二（６０７）） 

２．日 時：平成３０年１月１８日 １３時３０分～１７時１５分 

３．場 所：原子力規制庁 ９階Ｄ会議室 

４．出席者 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

川崎安全管理調査官、津金管理官補佐、岸野安全審査官、安田安全審査官、 

照井安全審査官、日南川安全審査官、吉村安全審査官、千明技術研究調査官、 

宇田川原子力規制専門職、郡安技術参与、竹内技術参与、山浦技術参与 

（原子力規制部 審査グループ 地震・津波審査部門） 

植木安全審査官 

 

事業者： 

日本原子力発電株式会社：発電管理室 室長代理 他１０名 

   東北電力株式会社：土木建築部（原子力建築） 副長 他１名  

   東京電力ホールディングス株式会社：原子力設備管理部 設備技術グループ 担当 他１名 

   中部電力株式会社：原子力土建部 設備管理グループ 課長 他１名 

   北陸電力株式会社：土木部 耐震建築技術チーム 副課長 

   中国電力株式会社：電源事業本部 （耐震建築） 副長 他１名 

   電源開発株式会社：原子力事業本部 原子力技術部 原子力建築室 担当 他１名 

 

５．要旨 

（１）日本原子力発電から、本日及び１月１５日の提出資料に基づき、東海第二発電所の工事計画

認可申請のうち、耐震性に関する説明書及び強度に関する説明書について、説明があった。 

 

（２）原子力規制庁から主に以下の点について指摘を行った。 

＜原子炉建屋の地震応答計算書について＞ 

○静的地震力による最大接地圧について、整理して提示すること。 

〇原子炉建屋の平面図について、代表階だけでなく各階の平面図を追加し、耐震壁等の主要

な耐震要素を整理して提示すること。 

〇耐震壁の最大せん断歪みについて、スケルトンカーブ上にプロットするだけでなく、デジ

タル値の一覧表を追加して提示すること。 

〇要素７（地上２階）のせん断変形について、せん断スケルトンカーブ上の最大応答値が第

２折れ点を超えていないことを明確に示すこと。 

〇構造概要等の図面について、マスキングの考え方を整理して提示すること。 

 

＜観測記録との差異の考察について＞ 

〇検討の全体スキームを明確にし、本資料の位置づけ・目的を整理して提示すること。 

○検討に用いた地震観測記録、解析条件、解析手法、解析結果及び考察について、記載内容

を充実化し、減衰定数５％以外の応答スペクトル等の図表の追加を含めて、整理して提示

すること。 

   〇参考として過去の検討からの改善点について、整理して提示すること。 



 

 

  ＜管の基本板厚計算書作成の基本方針について＞ 

   ○強度に関する基本方針に関し、全体像を示すとともに現在の準備状況について整理して提

示すること。 

○今回の工認対象設備のうち、告示５０１以外の規格を適用している設備とその適用規格に

ついて、整理して提示すること。 

 

（３）日本原子力発電から、本日の指摘等について了解した旨の回答があった。 

 

６．その他 

提出資料： 

・原子炉建屋の地震応答計算書 


